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 ２． 平成 25 年度介護福祉士国家試験対策講座の事例報告 
(1) 介護福祉士国家試験対策講座、開講の経緯 
鈴鹿市社会福祉協議会では、第 2次地域福祉活動計画（平成 22～26 年度）の策定時（平








意識調査」（平成 22 年 11 月～平成 23 年 5 月）を実施した 5)。この調査結果に基づき、鈴
ともは、外国人ケアワーカーのための介護福祉士国家試験対策講座をはじめ、地域在住外
国人との共生を目指した様々な活動を行っている。 






こで、平成 25 年 4月より介護福祉士の国家資格取得を目指す外国人ケアワーカーに対し、
国家試験対策講座が開講されることとなった。 
 




23 年 12月より鈴ともに参加し、本講座には講師補助スタッフとして関わった。 
平成 25 年度の受講者は 23 名であった。受講者の出身国の内訳は、ブラジルが 18 名、ペ
ルーが 2 名、フィリピンが 2 名、韓国が 1 名である。受講者のほとんどが女性で、男性は
1 名（フィリピン）だった。また、受講者 23 名のうち 10 名が前述の「介護ヘルパー・ア
ミーゴ教室」の参加者だった。 




表 1 平成 25 年度介護福祉士国家試験対策講座【募集要項】 
講義日程･ 
時  間 
平成 25 年 4 月～平成 26 年 1 月 第 2・4 土曜日 
13：00～16：00 




対  象 
・平成 26 年 1 月に介護福祉士国家試験を受験する人 
・将来、介護福祉士国家試験を受験予定の人 
定  員 20 名程度 
受 講 料 20,000 円（テキスト代 10,000 円を含む） 
テキスト 
『外国人のための介護福祉士国家試験対策』（全 4 巻） 
一般財団法人 国際交流＆日本語支援Ｙ編著 
主  催 
社会福祉法人 鈴鹿市社会福祉協議会 
鈴とも（多文化共生市民活動団体） 























 表 2 平成 25 年度介護福祉士国家試験対策講座【講義スケジュール】 
回 日にち 講義内容 回 日にち 講義内容 
1 4/13 人間と社会 1 2 4/27 介護 1 
3 5/11 こころと体のしくみ 1 4 5/25 介護 2 
5 6/8 こころと体のしくみ 2 6 6/22 介護 3 
7 7/13 人間と社会 2 8 7/27 介護 4 
9 8/10 こころと体のしくみ 3 10 8/24 介護 5 
11 9/14 こころと体のしくみ 4 12 9/28 介護 6 
13 10/12 人間と社会 3 14 10/26 介護 7 
15 11/9 こころと体のしくみ 5 16 11/23 介護 8 















こうした通常の講義及び指導に加え、模擬試験を 2回行った。1回目は平成 25 年 11月 3
日、2回目は 12月 1 日であった。両日とも、午前（9：00～12：50（休憩を含む））に模擬
試験を行い、スタッフが答案を採点後、午後（13：40～16：00）から模擬試験問題の解説
を行った。 
本講座の講義は 12 月末に終了するが、翌年 1 月 26 日に国家試験があるため、1 月の土
曜日に自主的な受験勉強の場として教室（鈴鹿市社会福祉センター内会議室）を開放した。
ただ勉強の場を提供しただけでなく、鈴ともメンバーでもある鈴鹿市社会福祉協議会の職






３． 平成 25 年度介護福祉士国家試験対策講座の評価 
(1) 受講者の介護福祉士国家試験合否結果 
本講座における受講者 23 名の延べ出席回数は 296 回（全体で 414 回）、出席率は 71.5％
であった。皆出席の受講者も 2 名いた。 
23 名の受講者のうち 18 名が第 26 回介護福祉士国家試験（平成 26 年 1 月 26 日実施）を




きた。その 1 回目の講座において、合格者 1 名を出せたことの意義は大きい。 
 
(2) 勉強お疲れさまパーティーにおける受講者の声 







































宿題開始当初から、宿題を提出する受講者はある程度決まっており、5 月から 8 月まで
は 15 名ほどの特定の受講者に限られた。ほぼ毎回宿題を提出する受講者グループ 11 名の
提出率は、88.6％だった。しかし、9 月以降になると、宿題を提出する者が一気に少なく
なり、ほぼ毎回宿題を提出する受講者グループでも、提出率は 54.5％に落ち込んだ。講座
期間を通じてコンスタントに宿題を提出した受講者は 5名だが、この 5名の提出率は 90.8％







日が講義スケジュール以外の日であったためか、受験する者が少なく（1 回目が 13 名、2
回目が 4 名）、解答の正答率も、どちらも平均で 20％ほどとあまり良くなかった。ちなみ
に、最高得点者の正答率は 50～60％ほどであった。 
















(4) 受講者に対する聞き取り調査（平成 26 年 9-10 月） 
ここでは、平成 26 年 9月から 10月に筆者が受講者に対して行った聞き取り調査の結果
を報告する。 
現在、2回目となる平成 26 年度介護福祉士国家試験対策講座が開講中である。その受講














































































































































































１）平成 20 年度にインドネシア、平成 21 年度にフィリピン、平成 26 年度にベトナムから、年度ご
とに外国人看護師・介護福祉士候補者の受入れが開始され、これまでに 3 国併せて累計 2,377 人






３）鈴ともの構成メンバーは以下のとおりである（結成時から平成 25 年 9 月現在）。 
・外国人：ブラジル出身（日系人）8 名、フィリピン出身 1 名 
・日本人：13 名（鈴鹿市社会福祉協議会職員（事務局）7 名を含む） 
日本人メンバーの多くが社会福祉や介護等の職に従事しており、その他は国際交流やまちづく





三重県による最新の統計資料（平成 25 年 12 月 31 日現在）によれば、鈴鹿市の外国人住民数は











































































10）講師は一人で複数回、授業を担当した。その際、表 2 のように各月の 1 回目の授業と 2 回目の授
業を分けて講義を組めば、例えば、介護を担当する講師は、月に 1 回講義を担当すればよい。有



























YOMIURI ONLINE 連載「働くかたち」(4)外国人我が社の戦力 
http://www.yomiuri.co.jp/osaka/feature/CO005770/20140106-OYT8T00944.html  




（2014 年 10 月 6 日閲覧） 
鈴鹿市多文化共生推進指針検討委員会 第 1 回会議録（資料 1） 
http://www.city.suzuka.lg.jp/gyosei/open/shiryou/shingi/gijiroku/datas/216_007.pdf 
（2014 年 10 月 18 日閲覧） 
三重県外国人住民国籍別人口調査 
http://www.pref.mie.lg.jp/TABUNKA/HP/data/gaitou/h25.12.31data.pdf 
（2014 年 10 月 18 日閲覧） 
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